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天

地

9

　

琵
琶
湖
で
異
常
繁
殖
し
て
い
る

水
草
を
堆
肥
化
し
て
販
売
し
て
い

る
「
明
豊
建
設
」
（
長
浜
市
加
納

町
）
が
５
年
目
と
な
る
今
年
も
８

月
か
ら
堆
肥
の
仕
込
み
作
業
を
進

め
て
い
る
。
県
の
水
草
し
ゅ
ん
せ

つ
時
期
に
合
わ
せ
て
８
月
半
ば
〜

10
月
後
半
に
か
け
て
仕
込
む
。

　

県
は
年
間
約
６
０
０
０
㌧
以
上

の
水
草
を
し
ゅ
ん
せ
つ
し
て
お
り
、

同
社
は
約
２
０
０
㌧
を
買
い
取
っ

「
花
し
ょ
う
ぶ
通
り
」
に
介
護
施
設

 

医
　
療
　
法
　
人
　
友
　
仁
　
会

水草堆肥、今年も仕込み中
 明 豊建設、有機肥料 2 0 ㌧

「ひこにゃんとおどろう」
 無料体験　彦根城で11月６日まで

サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
ご
み
袋

 

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー

㍑
（
30
円
）
、
20
㍑
（
20
円
）
が

あ
り
、
販
売
価
格
に
変
更
は
な
い
。

事
業
所
用
45
㍑
と
市
が
配
布
す
る

お
む
つ
類
専
用
指
定
袋
も
あ
る
。

強
度
や
感
触
な
ど
に
違
い
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
。
従
来
品
の
各
販
売
店
の

在
庫
分
が
な
く
な
り
次
第
、
店
頭

に
並
ぶ
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
「
こ
の
袋
を

使
う
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ご
み
減

量
も
進
め
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
し

て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

群
保
存
地
区
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　
　

【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

わ
せ
は
（
０
７
４
９
・
21
・
６
３

３
５
）
。

　

周
辺
の
河
原
町
芹
町
地
区
は

江
戸
前
期
、
河
川
の
付
け
替
え

に
伴
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
Ｓ
字

を
描
く
街
路
に
沿
っ
て
江
戸
〜

昭
和
期
に
建
て
ら
れ
た
街
並
み

が
残
っ
て
い
る
。
約
５
㌶
の
地

区
に
切
り
妻
、
黒
瓦
、
虫
籠

（
む
し
こ
）
窓
な
ど
を
備
え
た

町
家
が
並
び
、
地
元
で
は
「
花

し
ょ
う
ぶ
通
り
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
。
２
０
１
６
年

に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

て
有
機
肥
料
約
20
㌧
を
製
造
し
て

い
る
。
栄
養
分
豊
富
な
琵
琶
湖
の

水
草
に
、
伊
吹
山
系
の
間
伐
材
チ

ッ
プ
と
長
浜
の
米
こ
う
じ
、
酒
か

す
を
加
え
、
湖
北
の
里
山
に
生
息

す
る
土
壌
菌
を
混
合
し
、
３
カ
月

程
度
発
酵
さ
せ
て
い
る
。

　

「
湖
の
恵
」
の
商
品
名
で
、
元

肥
用
や
追
肥
用
な
ど
が
あ
り
、
製

造
過
程
で
抽
出
さ
れ
る
「
植
物
活

力
液
」
も
一
般
向
け
に
販
売
し
て

い
る
。

　

明
豊
建
設
は
「
炭
そ
病
被
害
の

防
止
に
も
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ

る
。
水
草
を
廃
棄
物
と
し
て
で
は

な
く
、
価
値
の
あ
る
資
源
と
し
て

認
識
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
し
て

い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

ア ト ラ ク シ ョ ン を 体 験 す
る 子 供 ら 　 ＝ 彦 根 市 提 供

　

国
宝
・
彦
根
城
（
彦
根
市
金
亀

町
）
の
開
国
記
念
館
で
Ａ
Ｒ
（
拡

張
現
実
）
を
使
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
と
お
ど
ろ
う
」

が
無
料
体
験
で
き
る
。
モ
ニ
タ
ー

画
面
上
で
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
と
ダ
ン
ス
が
楽

し
め
る
。
開
館
は
午
前
８
時
半
〜

午
後
５
時
。
11
月
６
日
ま
で
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
流
れ
は
①

ス
ク
リ
ー
ン
を
背
景
に
し
て
立
つ

と
、
体
験
者
と
ひ
こ
に
ゃ
ん
が
モ

ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
②
「
ひ

こ
に
ゃ
ん
音
頭
」
に
合
わ
せ
て
一

緒
に
ダ
ン
ス
す
る
③
モ
ニ
タ
ー
に

ダ
ン
ス
の
採
点
が
表
示
さ
れ
る
④

さ
ら
に
高
得
点
を
目
指
す
場
合
は

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
⑤
完
成
し
た
動
画

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
保
存
。
Ｓ

「 花 し ょ う ぶ 通 り 」 に 開 設 さ れ
た 友 仁 ナ ー シ ン グ ホ ー ム 河 原 町

バ イ オ マ ス プ ラ ス チ ッ ク 配 合 の 家
庭 用 可 燃 ご み 指 定 袋 ＝ 長 浜 市 提 供

　

医
療
法
人
「
友
仁
会
」
は
彦
根

市
河
原
２
に
９
月
、
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
「
友

仁
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
河
原
町
」

を
開
設
し
た
。
医
師
ら
と
連
携
し

「
通
い
」
「
泊
ま
り
」
「
訪
問
看

護
」
「
訪
問
介
護
」
と
い
っ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
高
齢
化
が

進
む
旧
市
街
地
で
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
同
ホ
ー
ム
は
「
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
街
並

み
に
溶
け
込
む
外
観
に
し
ま
し
た
」

と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
利
用
問
い
合

　

長
浜
、
米
原
両
市
で
組
織
す
る

一
部
事
務
組
合
で
環
境
衛
生
の
事

務
事
業
を
行
う
「
湖
北
広
域
行
政

事
務
セ
ン
タ
ー
」
（
長
浜
市
八
幡

中
山
町
）
は
、
脱
炭
素
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
削
減
に
向
け
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
25
％
以
上
配
合
し
た

「
可
燃
ご
み
指
定
袋
」
を
作
製
し

た
。
約
１
年
分
の
販
売
枚
数
に
当

た
る
５
３
８
万
枚
で
、
す
べ
て
石

油
由
来
の
ご
み
袋
に
比
べ
て
二
酸

化
炭
素
削
減
量
は
約
80
㌧
に
な
る
。

杉
の
木
約
５
７
０
０
本
が
１
年
間

に
吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素
に
相
当

す
る
と
い
う
。

　

大
き
さ
は
45
㍑
（
45
円
）
、
30

Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
で

発
信
も
で
き
る
。

　

お
手
本
動
画
（https://w

w
w
.youtube.com

/w
at

ch?v=4bFof-EznS8

）
も

公
開
中
。
問
い
合
わ
せ
は
彦
根
市

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
課
（
０
７

４
９
・
30
・
６
１
５
３
）
。

　
　

【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

琵琶湖の水草を使った有機肥料

https://www.youtube.com/watch?v=4bFof-EznS8

